
視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名  お だ ぎ り  た か し   

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

 

２  期   日  

令和８年１月１４日（水）～１月１６日（金）２泊３日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 熊 本 県 熊 本 市 （ １ 日 目 ）  

   ス マ ー ト 交 差 点 の 取 り 組 み に つ い て  

 （ ２ ） 熊 本 県 合 志 市 （ ２ 日 目 ）  

   企業誘致について及びそれに伴うまちの変化について  

 （ ３ ） 熊 本 県 菊 陽 町 （ ３ 日 目 ）  

   セミコンテクノパーク周辺の道路整備や渋滞対策について  

 

４  所 感 等  

（ １ ） 熊 本 県 熊 本 市 「 ス マ ー ト 交 差 点 の 取 り 組 み に つ い て 」  

・ 本 市 の 交 差 点 化 の 様 々 な 改 良 に は 千 葉 県 警 察 の 協 力 が 不 可 欠 で

あ り 、 ま た 県 道 ・ 市 道 と の 交 差 点 が 渋 滞 の ボ ト ル ネ ッ ク と な っ て

い る 地 域 も 少 な く な い こ と か ら 、県 市 共 同（ ３ 年 間（ Ｒ ７ 年 度 ～ ）

で ３ ０ カ 所 、 中 長 期 で ８ ０ カ 所 の 交 差 点 の 改 良 目 標 ） の 取 り 組 み

が 大 変 有 意 義 で あ る 。  

熊 本 県 民 ・ 市 民 の 実 感 に つ な が っ て い る 本 施 策 は 本 市 に と ど ま

ら ず 、 千 葉 県 と し て も 参 考 に で き る 施 策 と 考 え る 。 特 に Ｔ Ｘ 周 辺

や 新 川 耕 地 な ど 道 路 幅 員 に 一 定 の ゆ と り が あ る が 幹 線 道 路 に つ い

て は 活 か せ る と 確 信 で き た 。 一 方 、 幹 線 道 路 で も 沿 道 の 店 舗 や 住

宅 の 張 付 き か ら ゆ と り が な い 県 道 ・ 市 道 の 渋 滞 解 消 に つ い て は 、

引 き 続 き 用 地 確 保 等 従 来 型 の 取 り 組 み を 着 実 に 、 粘 り 強 く 進 め る

必 要 性 を 改 め て 痛 感 し た 。  



・ 特 に 、 熊 本 市 の 交 差 点 改 良 １ １ カ 所 （ ３ 年 間 ） 中 、 ９ カ 所 完 了

さ せ た 。組 織 横 断 的 で 、一 体 的 な 取 り 組 み に は 強 く 感 銘 を 受 け た 。

そ の 一 方 で 、 既 存 道 路 を は じ め イ ン フ ラ 設 備 に 対 す る 確 実 な 維 持

補 修 と 経 費 増 大 に 対 す る 取 組 み が 想 起 さ れ た 。  

 本 市 で は 、 会 派 を 超 え て 渋 滞 解 消 が 求 め ら れ な が ら 、 長 期 間 着

手 が 困 難 と な っ て い る 交 差 点 改 良 や 、 ツ ー リ ズ ム と し て 課 題 は あ

る も の の 予 算 が な く 道 路 改 良 が 十 分 に で き な い 一 方 で 、 大 き な 課

題 も な く 、 市 民 要 望 も な い の に 巨 額 を 投 下 す る 道 路 再 整 備 が 進 め

ら れ て い る 。 熊 本 市 に は 渋 滞 解 消 に と ど ま ら ず 、 維 持 補 修 や そ の

他 施 策 と 一 体 的 に か つ 計 画 的 に 取 り 組 ま れ 、 地 方 自 治 体 の 先 進 的

役 割 に も 今 後 期 待 し た い 。ま た 、渋 滞 解 消 に 向 け 、「 計 画 」は 華 々

し く 、報 道 等 光 が 当 て ら れ な が ら 、実 際 の 工 事 に は 作 業 や 人 不 足 、

単 価 高 騰 な ど の 批 判 ・ 遅 延 も 想 定 さ れ る 。 計 画 立 案 の 大 変 さ と 同

時 に 、 実 際 の 現 場 の 苦 労 に も 光 が 当 て ら れ 、 地 方 自 治 体 の 土 木 部

門 の や り が い を 高 め 、 人 員 確 保 に つ な が る 先 進 事 例 に も 期 待 し た

い 。  

・熊 本 市（ 政 令 指 定 都 市・人 口 ７ ３ 万 ５ 千 人（ ３ ４ 万 ３ 千 世 帯 ）・

面 積 ３ ９ ０ 万 ㌔ ㎡ ） で は 交 通 部 門 に ５ ３ 名 が 配 属 さ れ 、 ３ 課 に 分

か れ 、 渋 滞 解 消 策 を 調 整 ・ 計 画 す る 「 交 通 企 画 課 」 に は １ １ 人 が

配 属 さ れ て い た 。 こ の 結 果 、 単 な る イ ン フ ラ と し て の 渋 滞 対 策 の

み な ら ず 、 時 差 出 勤 に つ い て は 官 民 １ 万 人 規 模 で の 達 成 や 新 駅 設

置 、 レ ン タ ル 自 転 車 、 市 職 員 用 自 転 車 ヘ ル メ ッ ト の 配 備 等 他 施 策

と の 連 携 も 進 め ら れ て い た 。  

本 市 で は 課 内 室 と し て の 扱 い で あ り 、 職 員 配 置 も 不 十 分 で あ る

こ と に 加 え 、 市 職 員 の 業 務 用 自 転 車 ヘ ル メ ッ ト 未 整 備 、 新 規 ヘ ル

メ ッ ト 購 入 に 対 す る 市 民 向 け 県 補 助 活 用 の 妨 害 策 （ 市 補 助 制 度 が

な い た め 県 補 助 が 受 け ら れ な い ） 等 と 比 較 す れ ば 、 交 通 部 門 の 職

員 体 制 の 充 実 ・ 強 化 は 必 須 で あ り 、 課 へ の 引 き 上 げ は 急 務 と 考 え

る 。  

 

（ ２ ） 熊 本 県 合 志 市 「 企 業 誘 致 に つ い て 及 び そ れ に 伴 う ま ち の 変

化 に つ い て 」  

・ 本 市 同 様 に 、 人 口 増 加 や 区 画 整 理 の 順 調 な 整 備 等 が 確 認 さ れ た



が 、 市 街 化 区 域 が 市 面 積 （ ５ ３ ㌔ ㎡ ） の １ ２ ％ し か 確 保 さ れ ず 、

整 備 ・ 開 発 ・ 保 全 の 適 切 な 運 用 と 適 正 で 安 定 し た 税 収 確 保 等 に 大

変 な 苦 労 を さ れ て い た 。  

本 市 の 恵 ま れ た 環 境 を ど こ ま で 活 か し つ つ 、 保 全 す べ き 区 域 を

し っ か り 保 全 で き る よ う 本 市 と 市 議 会 の 取 り 組 み の 重 要 性 を 痛 感

し た 。  

・ 企 業 誘 致 と 、 市 域 の 大 半 を 占 め る １ 次 産 業 と の 融 合 に ご 苦 労 を

さ れ て い る も の の 、逆 に「 伸 び し ろ 」が 大 い に あ る と 感 じ ら れ た 。  

 本 市 で も 、 人 口 急 増 ＝ 消 費 の 大 幅 な 拡 大 や 物 流 セ ン タ ー の 大 量

進 出 が あ る 一 方 で 、 市 内 農 業 と の 接 点 が 不 十 分 で あ り 、 大 幅 な 農

地 減 少 、 農 業 を 含 め 後 継 者 ・ 労 働 者 不 足 に 直 面 し て い る 。 具 体 的

施 策 に 加 え 、 適 切 な 予 算 規 模 や 職 員 配 置 で 一 体 的 な 取 り 組 み 強 化

の 必 要 性 を 改 め て 痛 感 し た 。  

・ 地 下 水 の 大 幅 使 用 等 、 半 導 体 企 業 の 進 出 に 伴 う 様 々 な 懸 念 に つ

い て 今 後 、 改 め て 推 移 を 確 認 す る こ と が 必 要 と 感 じ た 。  

 

（ ３ ） 熊 本 県 菊 陽 町 「 セ ミ コ ン テ ク ノ パ ー ク 周 辺 の 道 路 整 備 や 渋

滞 対 策 に つ い て 」  

・ 渋 滞 ポ イ ン ト に つ い て 、 全 町 的 な 調 査 を 町 職 員 が 直 接 実 施 し て

い る こ と に は 大 変 感 銘 を 受 け た 。 一 方 で 、 地 域 住 民 は 「 （ テ ク ノ

プ ラ ザ が 進 出 し て も ） 渋 滞 し か 還 元 さ れ て い な い 」 と の 声 も 直 接

お 聞 き し た 。 こ の 背 景 に は 、 国 主 導 の 大 規 模 道 路 で は 認 め ら れ て

い る 将 来 的 通 行 車 両 数 が 、 町 道 整 備 で は 認 め ら れ て い な い こ と も

一 つ の 原 因 に あ る 。 少 な く と も 国 策 と し て テ ク ノ パ ー ク 等 を 進 め

る 場 合 、 特 別 な 交 付 金 に 留 ま ら ず 、 将 来 交 通 量 を 想 定 し た 周 辺 道

路 整 備 に 向 け た 支 援 、 誘 致 し た 企 業 の 地 元 貢 献 （ 渋 滞 解 消 策 や 地

域 間 現 施 設 整 備 ） を 求 め る べ き と 考 え る 。  

 本 市 で は 委 託 す る 業 務 が 大 幅 に 増 加 し て い る 。 市 職 員 の 負 担 感

は 解 消 さ れ る が 、 渋 滞 時 の 殺 伐 さ 等 、 「 地 域 住 民 の 息 づ か い 」 を

肌 身 で 体 感 す る こ と が 薄 れ て し ま う こ と を 懸 念 し て い る 。 住 民 に

一 番 近 い 存 在 と し て ど の よ う な 業 務 や 役 割 が 求 め ら れ る の か 、 議

員 活 動 の 一 助 に す る べ く 胸 に 刻 み た い 。 ま た 世 界 に 進 出 し て い る

日 本 企 業 の 取 り 組 み （ 世 界 各 国 へ の 生 産 拠 点 の 進 出 に 伴 う 取 組 み



（ 地 元 雇 用 、地 元 農 産 物 の 使 用 、掲 揚 す る の は 進 出 国 の 国 旗 等 ））

を 参 考 に 、 国 策 と し て 進 め る 工 場 誘 致 に 対 し て は 、 国 が 地 元 自 治

体 等 の 声 や 要 望 を 伝 え 、実 行 に 向 け し っ か り 求 め る べ き と 考 え る 。 

・ 本 市 同 様 に 、 人 口 増 加 率 が 高 止 ま り し て い る が 故 の 苦 労 （ 学 校

の 新 増 設 と は じ め と し た 都 市 基 盤 整 備 と 財 政 負 担 の 増 大 、 市 民 サ

ー ビ ス の 増 大 、対 応 職 員 の 不 足 ）が 共 有 で き 、か つ 地 方 交 付 税「 不

交 付 」 団 体 の デ メ リ ッ ト （ 表 向 き の 税 収 増 と は 裏 腹 に 地 方 交 付 税

の 交 付 ゼ ロ に よ る 財 政 へ の 深 刻 な 影 響 ） も 認 識 で き た 。  

 一 方 、 有 地 工 場 で 従 事 す る 職 員 の た め の 駅 前 バ ス 停 に は 町 主 導

で 屋 根 を 設 置 す る な ど 、 本 市 で は 取 り 組 み が 軽 視 さ れ て い る 施 策

に 目 が 行 き 届 い て い た 。 本 市 で も 大 い に 参 考 に す べ き と 考 え る 。  

・市 街 地 区 域 が 行 政 面 積（ ３ ７ ㌔ ㎡ ）の ２ 割 程 度 し か な い こ と で 、

適 切 な 開 発 が す す め ら れ な い 厳 し さ に 直 面 し て い る と 受 け 止 め ら

れ た 。  

同 時 に 本 市 に お け る 「 整 備 ・ 開 発 ・ 保 全 」 の 適 切 な 在 り 方 を 見

つ め な お す き っ か け と な っ た 。 特 に 、 土 地 価 格 の 大 幅 な 増 加 に 伴

う 開 発 が 市 内 各 地 で 進 め ら れ 、 乱 開 発 や 自 然 環 境 の 悪 化 、 所 得 差

に よ る 市 外 転 出 な ど に も 目 を 向 け た 都 市 政 策 に つ い て 今 後 深 め る

必 要 性 を 感 じ た 。  


